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産
業
用
ド
ロ
ー
ン
サ
ー

ビ
ス
で
世
界
ト
ッ
プ
の
テ

ラ
ド
ロ
ー
ン
は
、
石
油
・

ガ
ス
関
連
施
設
内
で
の
ド

ロ
ー
ン
利
活
用
構
想
で
国

際
石
油
開
発
帝
石
（
Ｉ
Ｎ

Ｐ
Ｅ
Ｘ
）
と
の
協
業
に
乗

り
出
す
。
21
年
度
中
に
ド

ロ
ー
ン
に
よ
る
設
備
点
検

の
自
動
化
か
ら
運
航
管

理
、
Ａ
Ｉ
解
析
な
ど
を
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
で
行
う
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築

と
、
安
全
管
理
を
実
現
す

る
業
務
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

の
見
直
し
な
ど
の
詳
細
検

討
を
図
り
、
22
年
度
を
メ

ド
に
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｅ
Ｘ
の
プ
ラ

ン
ト
内
で
の
本
格
運
用
を

目
指
す
。

　
テ
ラ
ド
ロ
ー
ン
は
こ
の

協
業
に
先
駆
け
て
Ｉ
Ｎ
Ｐ

Ｅ
Ｘ
を
主
力
引
受
先
と
す

る
第
三
者
割
当
増
資
を
実

施
し
、
総
額
15
億
１
千
万

円
の
資
金
を
調
達
し
た
。

今
後
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
業

務
拡
大
や
人
員
増
強
、
新

た
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の

開
発
な
ど
に
充
当
す
る
。

　
テ
ラ
ド
ロ
ー
ン
と
Ｉ
Ｎ

Ｐ
Ｅ
Ｘ
の
協
業
は
、
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実

現
に
向
け
た
構
造
改
革
の

一
環
と
し
て
製
造
業
向
け

ド
ロ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス
を
ニ

ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
立

ち
上
げ
た
い
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｅ
Ｘ

と
、
石
油
・
ガ
ス
、
化
学

と
い
っ
た
プ
ロ
セ
ス
産
業

分
野
で
の
ニ
ー
ズ
を
深
掘

り
し
た
い
テ
ラ
ド
ロ
ー
ン

の
思
惑
が
一
致
し
た
こ
と

が
背
景
に
あ
る
。
両
社
は

実
際
の
石
油
・
ガ
ス
関
連

施
設
内
で
ド
ロ
ー
ン
に
求

め
ら
れ
る
機
能
や
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
を
共
同
で
作
り

込
み
、
化
学
業
界
な
ど
に

も
横
展
開
し
て
い
く
。

　
テ
ラ
ド
ロ
ー
ン
は
16
年

の
会
社
設
立
後
、
全
国
に

拠
点
を
構
え
、
海
外
で
も

欧
州
や
東
南
ア
ジ
ア
を
中

心
に
事
業
を
拡
大
さ
せ
て

い
る
。
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る

測
量
や
点
検
の
実
績
は
延

べ
１
５
０
０
件
以
上
と
世

界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
、
得

意
と
す
る
測
量
分
野
で
は

独
自
技
術
で
高
精
度
、
低

価
格
化
を
実
現
し
た
レ
ー

ザ
ー
ド
ロ
ー
ン
「
テ
ラ
ラ

イ
ダ
ー
」（
特
許
取
得
済

み
）
を
提
供
。
国
内
随
一

の
導
入
実
績
を
誇
る
。

　
新
た
な
事
業
領
域
と
し

て
点
検
分
野
で
の
実
績
拡

充
に
力
を
注
ぎ
、
な
か
で

も
プ
ロ
セ
ス
産
業
向
け
を

重
点
領
域
の
一
つ
に
掲
げ

る
。
子
会
社
テ
ラ
・
イ
ン

ス
ペ
ク
シ
ョ
ニ
ア
リ
ン
グ

（
オ
ラ
ン
ダ
）
は
欧
州
の

石
油
・
ガ
ス
会
社
を
中
心

に
２
０
０
件
以
上
の
点
検

実
績
を
上
げ
て
い
る
。
目

視
点
検
に
と
ど
ま
ら
ず
、

最
近
で
は
超
音
波
探
傷
検

査
機
能
を
搭
載
し
た
「
Ｕ

Ｔ
ド
ロ
ー
ン
」（
特
許
取

得
済
み
）
に
よ
り
オ
イ
ル

メ
ジ
ャ
ー
の
煙
突
を
風
な

ど
の
影
響
を
受
け
や
す
い

屋
外
か
ら
の
非
破
壊
で
板

厚
検
査
す
る
こ
と
に
成
功

し
て
い
る
。

　
ド
ロ
ー
ン
に
関
す
る
ト

ー
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

で
数
々
の
課
題
を
ク
リ
ア

し
、
こ
う
し
た
技
術
の
蓄

積
や
現
場
で
の
対
応
力
を

強
み
に
業
績
を
伸
ば
し
て

い
る
。
20
年
度
の
連
結
売

上
高
は
約
20
億
円
と
コ
ロ

ナ
下
に
あ
っ
て
も
増
収
増

益
を
達
成
し
て
お
り
、
競

合
ひ
し
め
く
ド
ロ
ー
ン
業

界
で
圧
倒
的
な
存
在
感
を

示
し
て
い
る
。

　
こ
こ
に
き
て
、
国
内
プ

ロ
セ
ス
産
業
向
け
の
施
設

点
検
の
実
績
も
急
上
昇
し

て
い
る
。
昨
年
の
Ｅ
Ｎ
Ｅ

Ｏ
Ｓ
知
多
事
業
所
に
続

き
、
今
年
２
月
に
は
出
光

興
産
千
葉
事
業
所
で
Ｕ
Ｔ

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
タ
ン
ク

内
部
の
厚
板
点
検
を
成
功

裏
に
行
っ
た
。
高
所
・
難

所
の
点
検
作
業
の
期
間
短

縮
や
費
用
削
減
だ
け
で
な

く
、
労
災
防
止
な
ど
の
リ

ス
ク
低
減
に
も
寄
与
す
る

と
あ
っ
て
、
石
化
メ
ー
カ

ー
な
ど
か
ら
の
引
き
合
い

は
強
ま
る
一
方
だ
。
化
学

工
場
内
で
の
ド
ロ
ー
ン
利

活
用
が
、
こ
れ
ま
で
の
実

証
段
階
か
ら
運
用
の
フ
ェ

ー
ズ
に
突
入
し
よ
う
と
し

て
い
る
。

22年度メド本格運用

テ
　
　
ラ

ド
ロ
ー
ン 

Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｅ
Ｘ
と
協
業

ド
ロ
ー
ン
で
プ
ラ
ン
ト
点
検

2021年ＢＴＸ需要見通し
(単位 ： 1,000㌧、 前年比％ )

2020年実績 2021年見通し 2025年
見通し前年比 前年比

ベ
ン
ゼ
ン

スチレンモノマー 1,501 93 1,552 103 1,552

フェノール／クメン 687 81 755 110 785

シクロヘキサン／ヘキセン 305 88 340 111 340

ＭＤＩ／アニリン 285 89 320 112 320

無水マレイン酸 60 86 70 117 70

その他 20 40 50 250 50

内需計 2,858 88 3,087 108 3,117

輸　出 420 70 420 100 620

需要合計 3,278 85 3,507 107 3,737

ト
ル
エ
ン

不均化／脱アルキル 390 74 390 100 580

溶剤 200 91 210 105 210

ＴＤＩ 75 88 85 113 85

その他 227 69 220 97 220

内需計 892 77 905 101 1,095

輸　出 392 68 395 101 585

需要合計 1,284 74 1,300 101 1,680

キ
シ
レ
ン

異性化 3,057 68 3,060 100 4,600

その他 205 85 220 107 240

内需計 3,262 69 3,280 101 4,840

輸　出 1,715 89 1,720 100 1,800

需要合計 4,977 75 5,000 100 6,640

１月のカセイソーダ出荷内訳
（単位 ： トン、 ％）

１月
自家消費
内　　数

前　年
同月比

紙・ パ ル プ 20,667 93.5
化 学 繊 維 4,900 900 95.4
染 色 整 理 3,182 91.6
ア ル ミ ナ 1,779 1,198 96.0
食 品 7,044 115 99.8
石 油 精 製 1,620 80.8
セ ロ フ ァ ン 921 95.1
化学工業 150,045 84,320 97.6
無 機 薬 品 30,700 16,057 99.1
有機・石油化学 38,041 31,035 115.6
染料・中間物 5,563 3,455 96.6
石けん・洗剤 2,835 82.6
電 解 ソ ー ダ 4,544 4,015 104.3
カプロラクラム 786 42 91.0
プラスチック 14,776 7,237 99.5
重 曹 5,687 5,687 105.3
高度さらし粉 386 306 83.9
その他化学工業 46,727 16,486 85.3

非 鉄 金 属 5,215 10 81.3
電 機・ 電 子 4,954 99.4
医 薬 2,235 105.4
鉄 鋼 3,278 94.7
ガ ラ ス 284 247 91.9
タ ー ル 36 102.9
農 薬 1,668 1,104 99.1
電  力 2,440 262 101.7
上 下 水 道 3,169 234 94.5
水処理・廃水処理 14,058 3,636 96.9
そ の 他 38,113 896 113.9

内 需 計 265,608 92,922 98.7
輸 出 91,636 117.1

需 要 計 357,244 92,922 102.8

リ
ス
パ
ッ
ク
意
識
調
査

同
価
格
な
ら
７
割
弱
が

環
境
配
慮
型
食
器
選
ぶ

昨
年
954
万
㌧ 

25
年
に
1200
万
㌧
回
復

24
年
ぶ
り
1000
万
㌧
割
れ

ＢＴＸ需要

カ
セ
イ
需
給
ひ
っ
迫

カ
セ
イ
需
給
ひ
っ
迫

米
供
給
、
寒
波
で
半
減 

ス
ポ
ッ
ト
価
格

２
割
以
上
高
く

ス
パ
ン
ボ
ン
ド
不
織
布

昨
年
6.6
％
減
産

長
繊
維
強
化
Ｓ
Ｐ
Ｓ

車
金
属
部
品
を
代
替

出光興産

供
給
す
る
た
め
の
新
た
な
コ

ン
パ
ウ
ン
ド
委
託
先
を
日
本

や
欧
州
、
東
南
ア
ジ
ア
な
ど

に
確
保
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
な

拡
大
に
つ
な
げ
る
。

　
Ｓ
Ｐ
Ｓ
は
千
葉
工
場
で
生

産
す
る
。
需
要
増
や
Ｂ
Ｃ
Ｐ

対
応
と
し
て
マ
レ
ー
シ
ア
で

も
22
年
内
の
稼
働
に
向
け
新

系
列
の
建
設
を
進
め
て
お

り
、
総
生
産
能
力
は
年
１
万

８
千
㌧
（
コ
ン
パ
ウ
ン
ド
換

算
で
約
４
万
㌧
）
に
倍
増
す

る
。
コ
ン
パ
ウ
ン
ド
は
中
国

・
広
州
の
自
社
設
備
の
ほ
か

日
本
、
米
テ
ネ
シ
ー
州
、
英

国
に
委
託
先
を
置
く
が
、
長

繊
維
強
化
タ
イ
プ
を
本
格
供

給
す
る
際
は
新
た
な
委
託
先

を
確
保
す
る
考
え
。

同
月
比
２
・
７
％
増
、
出
荷

が
２
・
８
％
増
と
な
っ
た
。

出
荷
は
２
カ
月
ぶ
り
の
プ
ラ

ス
で
、
国
内
向
け
は
主
力
の

化
学
工
業
や
紙
・
パ
ル
プ
用

の
落
ち
込
み
が
響
き
１
・
３

期
に
、
長
期
化
の
様
相
を
呈

し
て
き
た
米
国
の
供
給
減
が

重
な
る
と
タ
イ
ト
感
は
一
気

に
強
ま
る
こ
と
に
な
る
。

　
先
行
き
ス
ポ
ッ
ト
価
格
の

上
昇
が
予
想
さ
れ
る
な
か
、

ポ
イ
ン
ト
に
な
る
の
が
中
国

メ
ー
カ
ー
の
動
き
だ
。
価
格

が
３
０
０
㌦
程
度
に
な
る
と

中
国
メ
ー
カ
ー
は
輸
出
数
量

を
増
や
す
傾
向
に
あ
る
。
た

だ
従
来
と
は
異
な
り
、
ア
ル

ミ
ナ
向
け
は
じ
め
消
費
先
の

生
産
量
拡
大
に
環
境
規
制
強

化
の
影
響
が
相
ま
っ
て
カ
セ

イ
ソ
ー
ダ
内
需
は
大
幅
に
拡

大
し
、
輸
出
余
力
は
縮
小
し

て
い
る
。
業
界
関
係
者
は
中

国
メ
ー
カ
ー
の
出
方
を
注
視

し
つ
つ
、
コ
ロ
ナ
禍
で
崩
れ

た
相
場
の
持
ち
直
し
基
調
の

継
続
に
期
待
を
寄
せ
る
。

継
続
に
期
待
を
寄
せ
る
。^

　
日
本
ソ
ー
ダ
工
業
会
が
ま

と
め
た
ソ
ー
ダ
工
業
薬
品
の

１
月
需
給
実
績
に
よ
る
と
カ

セ
イ
ソ
ー
ダ
は
生
産
が
前
年

カ
セ
イ
ソ
ー
ダ

１
月
輸
出
17
％
増

　
日
本
化
学
繊
維
協
会
が
ま

と
め
た
20
年
の
合
繊
長
繊
維

不
織
布
（
ス
パ
ン
ボ
ン
ド
不

織
布
）
の
国
内
生
産
は
３
品

目
合
計
で
前
年
比
６
・
６
％

減
の
23
億
９
４
６
１
万
１
千

平
方
㍍
と
な
り
、
５
年
連
続

の
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
。
内

訳
は
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
（
Ｐ

Ｐ
）
製
が
６
・
６
％
減
の
17

　
リ
ス
パ
ッ
ク
が
今
年
、
全

国
の
１
千
人
を
対
象
に
実
施

し
た
環
境
に
関
す
る
意
識
調

査
で
66
・
６
％
が
マ
イ
バ
ッ

グ
な
ど
を
「
い
つ
も
活
用
し

て
い
る
」、

68
・
９
％
が

「
商
品
価
格
が
同
じ
場
合
、

環
境
に
配
慮
し
た
食
品
容
器

を
選
択
す
る
」と
回
答
し
た
。

　
質
問
項
目
は
▽
環
境
問
題

に
つ
い
て
関
心
の
あ
る
項
目

▽
マ
イ
バ
ッ
グ
・
マ
イ
ボ
ト

％
減
少
し
た
一
方
、
輸
出
は

イ
ン
ド
向
け
の
伸
び
な
ど
か

ら
２
割
近
く
増
え
、
３
カ
月

ぶ
り
に
９
万
㌧
を
超
え
た
。

　
塩
化
物
は
合
成
塩
酸
が
生

産
、
出
荷
と
も
に
増
加
し
、

出
荷
は
３
カ
月
連
続
の
プ
ラ

ス
。
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ

ム
は
出
荷
が
約
５
％
減
少
し

昨
年
５
月
を
下
回
り
直
近
１

年
間
の
最
低
を
更
新
し
た
。

　
副
生
塩
酸
の
20
年
通
年
の

生
産
は
前
年
比
約
６
％
減
少

し
１
０
６
万
５
７
０
２
㌧
と

な
っ
た
。
定
修
や
新
型
コ
ロ

ナ
に
よ
る
稼
働
調
整
の
影
響

と
み
ら
れ
、
10
年
前
の
７
割

の
水
準
に
と
ど
ま
っ
た
。

^

イ
ソ
シ
ア
ネ
ー
ト

　
旭
化
成
は
10
日
出
荷
分
か

化
学
製
品
値
上
げ

化
学
製
品
値
上
げ

ら
Ｈ
Ｄ
Ｉ
系
イ
ソ
シ
ア
ネ
ー

ト
の
全
製
品
を
国
内
向
け
で

10
％
、
海
外
向
け
で
15
％
値

上
げ
す
る
。

ヘ
キ
サ
ン
ジ
オ
ー
ル

　
ラ
ン
ク
セ
ス
は
今
月
上
旬

か
ら
１
・
６
ヘ
キ
サ
ン
ジ
オ

ー
ル
を
１
㌧
８
０
０

値
上

げ
す
る
。

Ｐ
Ｍ
と
Ｐ
Ｍ
Ａ

　
Ｋ
Ｈ
ネ
オ
ケ
ム
は
プ
ロ
ピ

レ
ン
グ
リ
コ
ー
ル
モ
ノ
メ
チ

ル
エ
ー
テ
ル
（
Ｐ
Ｍ
）
と
同

ア
セ
テ
ー
ト
（
Ｐ
Ｍ
Ａ
）
を

22
日
納
入
分
か
ら
１
㌔
㌘
50

円
以
上
値
上
げ
す
る
。

Ｐ
Ｏ
を
30
円
　

　
住
友
化
学
は
プ
ロ
ピ
レ
ン

オ
キ
サ
イ
ド
（
Ｐ
Ｏ
）
を
４

月
１
日
出
荷
分
か
ら
１
㌔
㌘

30
円
値
上
げ
す
る
。

Ｐ
Ｅ
と
Ｐ
Ｐ
15
円
以
上

　
住
友
化
学
は
ポ
リ
エ
チ
レ

ン
（
Ｐ
Ｅ
）
と
ポ
リ
プ
ロ
ピ

レ
ン
（
Ｐ
Ｐ
）
を
４
月
１
日

納
入
分
か
ら
１
㌔
㌘
15
円
以

上
値
上
げ
す
る
。

Ｐ
Ｅ
を
20
円
以
上

　
東
ソ
ー
は
Ｐ
Ｅ
を
４
月
１

日
納
入
分
か
ら
１
㌔
㌘
20
円

以
上
値
上
げ
す
る
。

包
装
用
フ
ィ
ル
ム
な
ど

　
出
光
ユ
ニ
テ
ッ
ク
は
包
装

用
フ
ィ
ル
ム
な
ど
を
４
月
１

日
出
荷
分
か
ら
値
上
げ
す

る
。
上
げ
幅
は
ポ
リ
オ
レ
フ

ィ
ン
フ
ィ
ル
ム
が
厚
さ
20
㍈

換
算
で
１
連
（
５
０
０
平
方

㍍
）
３
０
０
円
、
ナ
イ
ロ
ン

フ
ィ
ル
ム
が
15
㍈
換
算
で
６

０
０
円
、
ジ
ッ
パ
ー
テ
ー
プ

で
５
％
以
上
。

Ｐ
Ｍ
Ｍ
Ａ
を
20
％

　
三
菱
ケ
ミ
カ
ル
は
ア
ク
リ

ル
樹
脂
（
Ｐ
Ｍ
Ｍ
Ａ
）
レ
ジ

ン
と
シ
ー
ト
を
４
月
出
荷
分

か
ら
20
％
値
上
げ
す
る
。

フ
タ
ル
酸
系
可
塑
剤

　
ジ
ェ
イ
・
プ
ラ
ス
は
フ
タ

ル
酸
系
可
塑
剤
を
４
月
１
日

納
入
分
か
ら
１
㌔
㌘
35
円
以

上
値
上
げ
す
る
。
対
象
は
Ｄ

Ｏ
Ｐ
、
Ｄ
Ｉ
Ｎ
Ｐ
、
そ
の
他

フ
タ
レ
ー
ト
。

樹
脂
製
品
４
月
か
ら

　
大
倉
工
業
は
合
成
樹
脂
製

品
を
４
月
１
日
納
入
分
か
ら

値
上
げ
す
る
。
上
げ
幅
は
原

反
が
１
㏄
３
銭
以
上
、
二
次

加
工
製
品
が
15
％
以
上
。

億
６
２
５
１
万
４
千
平
方

㍍
、
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
製
が
１

・
１
％
減
の
６
億
４
９
９
万

５
千
平
方
㍍
、
ナ
イ
ロ
ン
製

が
58
・
４
％
減
の
２
７
１
０

万
２
千
平
方
㍍
。

　
Ｐ
Ｐ
製
は
紙
お
む
つ
の
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
減
少
な

ど
、
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
製
は
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
る
工
事
遅
延
に

伴
う
建
設
資
材
向
け
需
要
の

落
ち
込
み
が
影
響
し
た
も
よ

う
。
た
だ
、
Ｐ
Ｐ
製
は
重
量

換
算
で
11
・
５
％
伸
び
た
。

乳
幼
児
用
に
比
べ
１
枚
当
た

り
使
用
量
が
多
い
大
人
用
紙

お
む
つ
需
要
の
増
加
が
寄
与

し
た
と
み
ら
れ
る
。

　
旭
化
成
、
東
洋
紡
、
東

レ
、
三
井
化
学
、
ユ
ニ
セ

ル
、
ユ
ニ
チ
カ
の
６
社
の
生

産
実
績
を
基
に
ま
と
め
た
。

20
年
末
の
３
品
目
合
計
の
設

備
能
力
は
日
産
３
６
７
㌧
で

前
年
か
ら
の
変
動
は
な
い
と

し
て
い
る
。

　
出
光
興
産
は
、
シ
ン
ジ
オ

タ
ク
チ
ッ
ク
ポ
リ
ス
チ
レ
ン

（
Ｓ
Ｐ
Ｓ
）
「
ザ
レ
ッ
ク
」

の
耐
ク
リ
ー
プ
性
な
ど
を
高

め
た
新
開
発
の
ガ
ラ
ス
長
繊

維
強
化
タ
イ
プ
を
車
載
用
の

機
構
部
品
、
冷
却
系
部
品
の

金
属
代
替
や
電
気
・
電
子
製

品
の
筐
体
向
け
な
ど
に
拡
大

す
る
。

　
Ｓ
Ｐ
Ｓ
は
Ｐ
Ｓ
本
来
の
耐

加
水
分
解
性
、
電
気
特
性
、

成
形
性
に
加
え
耐
熱
性
、
耐

薬
品
性
な
ど
も
兼
備
す
る
特

殊
樹
脂
で
、
同
社
が
世
界
唯

一
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
。
需
要

の
約
６
割
は
電
子
・
電
装
部

品
向
け
を
中
心
と
し
た
車
両

用
途
で
、
多
く
は
ガ
ラ
ス
繊

維
（
短
繊
維
）
強
化
の
コ
ン

パ
ウ
ン
ド
で
用
い
ら
れ
る
。

長
繊
維
強
化
タ
イ
プ
は
耐
ク

リ
ー
プ
性
な
ど
が
向
上
し
て

大
型
の
部
品
へ
も
対
象
が
広

が
る
た
め
、
量
的
拡
大
へ
の

期
待
も
高
い
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
実
用

化
に
向
け
た
顧
客
先
の
開
発

は
若
干
遅
れ
て
い
る
も
の

の
、
物
性
面
へ
の
評
価
は
高

い
。
顧
客
の
動
向
な
ど
を
見

極
め
た
う
え
で
同
タ
イ
プ
を

　
日
本
芳
香
族
工
業
会
が
ま

と
め
た
20
年
の
Ｂ
Ｔ
Ｘ
（
ベ

ン
ゼ
ン
、
ト
ル
エ
ン
、
キ
シ

レ
ン
）
需
要
は
前
年
比
22
％

減
の
約
９
５
４
万
㌧
と
な

り
、
96
年
以
来
24
年
ぶ
り
に

１
千
万
㌧
を
割
り
込
ん
だ
。

総
じ
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
マ
イ
ナ
ス
影
響
を
受
け

た
ほ
か
、
19
年
以
降
の
中
国

で
の
大
型
プ
ラ
ン
ト
稼
働
に

伴
う
パ
ラ
キ
シ
レ
ン
（
Ｐ

Ｘ
）
の
余
剰
感
を
背
景
に
Ｐ

Ｘ
原
料
用
途
の
割
合
が
高
い

ト
ル
エ
ン
、
キ
シ
レ
ン
が
振

る
わ
ず
、
Ｂ
Ｔ
Ｘ
需
要
全
体

を
押
し
下
げ
た
。

　
品
目
別
で
、
ベ
ン
ゼ
ン
は

前
年
比
15
％
減
の
約
３
２
８

万
㌧
だ
っ
た
。
う
ち
内
需
は

主
力
誘
導
品
の
ス
チ
レ
ン
モ

ノ
マ
ー
（
Ｓ
Ｍ
）
を
は
じ
め

各
用
途
が
軒
並
み
落
ち
込

み
、
輸
出
も
20
年
前
半
の
各

国
の
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
の
影
響

も
あ
り
大
幅
に
減
少
し
た
。

　
ト
ル
エ
ン
は
26
％
減
の
約

１
２
８
万
㌧
、
キ
シ
レ
ン
は

25
％
減
の
約
５
０
０
万
と
い

ず
れ
も
２
割
台
後
半
の
マ
イ

ナ
ス
。
需
給
緩
和
に
よ
る
Ｐ

Ｘ
の
減
産
が
影
響
し
、
ト
ル

エ
ン
は
不
均
化
用
が
、
キ
シ

レ
ン
は
異
性
化
用
が
低
調
だ

っ
た
。

　
21
年
の
Ｂ
Ｔ
Ｘ
需
要
は
20

年
比
３
％
増
の
約
９
８
０
万

㌧
を
予
測
す
る
。
自
動
車
生

産
の
回
復
な
ど
を
背
景
に
ベ

ン
ゼ
ン
需
要
は
あ
る
程
度
戻

る
が
、
ト
ル
エ
ン
と
キ
シ
レ

ン
は
Ｐ
Ｘ
減
産
が
継
続
す
る

と
の
見
通
し
か
ら
20
年
比
横

ば
い
と
し
た
。

　
先
行
き
は
コ
ロ
ナ
禍
の
収

束
や
ア
ジ
ア
で
の
Ｐ
Ｘ
余
剰

感
の
解
消
な
ど
に
よ
る
ト
ル

エ
ン
、
キ
シ
レ
ン
需
要
の
持

ち
直
し
が
進
み
、
22
年
に
１

千
万
㌧
、
25
年
に
１
２
０
０

万
㌧
へ
の
回
復
を
見
込
む
。

Ｐ
Ｘ
を
巡
っ
て
は
足
元
、
需

給
に
引
き
締
ま
り
の
傾
向
が

出
て
い
る
一
方
、
今
年
半
ば

に
は
中
国
で
再
び
大
型
プ
ラ

ン
ト
の
稼
働
が
予
定
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
た
め
新
玉
が
出

て
く
る
タ
イ
ミ
ン
グ
に
よ
っ

て
は
需
給
改
善
に
悪
影
響
を

及
ぼ
し
、
そ
の
分
、
ト
ル
エ

ン
、
キ
シ
レ
ン
の
需
要
回
復

が
遅
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。

　
Ｂ
Ｔ
Ｘ
需
要
は
17
年
に
１

３
４
１
万
㌧
の
過
去
最
高
を

記
録
。
18
～
19
年
は
国
内
設

備
の
停
止
や
Ｐ
Ｘ
需
給
の
緩

和
の
影
響
で
減
少
し
た
が
、

そ
れ
で
も
年
間
１
２
０
０
万

㌧
前
後
を
キ
ー
プ
し
底
堅
く

推
移
し
て
い
た
。

　
今
回
の
見
通
し
で
は
、
コ

ロ
ナ
以
前
の
水
準
を
取
り
戻

し
始
め
る
の
は
23
年
ご
ろ
。

そ
の
間
、
日
本
の
Ｂ
Ｔ
Ｘ
サ

プ
ラ
イ
ヤ
ー
は
需
要
低
迷
と

い
う
環
境
下
に
置
か
れ
る
こ

と
に
な
る
が
「
（
シ
ェ
ア

を
）
取
れ
そ
う
な
地
域
の
需

要
を
取
り
込
む
」（
Ｅ
Ｎ
Ｅ

Ｏ
Ｓ
の
秋
山
健
一
ア
ロ
マ
部

長
）
な
ど
の
施
策
を
通
じ
、

現
在
の
厳
し
い
局
面
を
打
開

し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。

　
米
南
部
を
襲
っ
た
大
寒
波

の
影
響
で
カ
セ
イ
ソ
ー
ダ
需

給
が
タ
イ
ト
化
し
て
い
る
。

現
地
で
は
多
数
の
電
解
事
業

所
が
不
可
抗
力
（
Ｆ
Ｍ
）
を

宣
言
し
、
供
給
量
は
総
生
産

能
力
の
半
分
程
度
に
縮
小
し

た
。
正
常
化
に
は
２
～
３
カ

月
か
か
る
と
の
見
方
も
出
る

な
か
、
ア
ジ
ア
で
は
定
修
シ

ー
ズ
ン
に
突
入
。
特
に
日
本

の
大
手
メ
ー
カ
ー
の
定
修
が

相
次
ぐ
５
～
６
月
に
か
け
、

ひ
っ
迫
度
合
い
は
ヤ
マ
場
を

迎
え
そ
う
だ
。

　
２
月
中
旬
以
降
、
ル
イ
ジ

ア
ナ
や
テ
キ
サ
ス
な
ど
南
部

４
州
に
あ
る
ほ
ぼ
す
べ
て
の

電
解
事
業
所
に
大
寒
波
の
影

響
が
表
れ
て
い
る
。
商
社
の

試
算
に
よ
る
と
、
カ
セ
イ
ソ

ー
ダ
換
算
で
日
産
約
３
万
５

千
㌧
（
年
産
約
１
２
６
０
万

㌧
）
の
総
生
産
能
力
の
う
ち

稼
働
で
き
て
い
る
の
は
足
元

４
～
６
割
に
と
ど
ま
る
。
特

に
電
解
事
業
所
が
集
中
す
る

ル
イ
ジ
ア
ナ
州
で
は
11
工
場

中
、
信
越
化
学
工
業
子
会
社

シ
ン
テ
ッ
ク
の
プ
ラ
ケ
マ
イ

ン
な
ど
３
工
場
を
除
く
８
工

場
が
Ｆ
Ｍ
を
宣
言
。
部
品
調

達
の
関
係
な
ど
か
ら
早
期
復

旧
は
難
し
い
と
み
ら
れ
る
。

　
米
国
メ
ー
カ
ー
が
供
給
で

き
な
い
分
は
日
本
や
韓
国
、

中
国
な
ど
ア
ジ
ア
の
メ
ー
カ

ー
が
肩
代
わ
り
し
て
お
り
、

そ
の
た
め
ス
ポ
ッ
ト
市
場
で

は
価
格
が
上
昇
。
極
東
積
み

は
足
元
で
１
㌧
２
５
０
～
２

６
０
㌦
と
２
週
間
前
に
比
べ

て
２
割
以
上
高
い
水
準
で
推

移
し
て
い
る
。

　
需
要
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
が

薄
れ
、
経
済
活
動
の
再
開
と

と
も
に
回
復
基
調
に
あ
る
。

特
に
好
調
な
自
動
車
生
産
を

背
景
に
カ
セ
イ
ソ
ー
ダ
の
主

力
用
途
ア
ル
ミ
ナ
向
け
の
需

要
が
旺
盛
だ
。
ま
た
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
の
ア
ル
ミ
ナ
精
錬

工
場
な
ど
新
た
な
消
費
先
が

生
ま
れ
た
効
果
も
あ
り
、
余

剰
感
は
弱
ま
り
つ
つ
あ
る
。

　
定
修
の
集
中
と
い
う
季
節

要
因
か
ら
元
来
、
春
先
は
需

給
が
引
き
締
ま
る
。
日
本
で

は
今
年
、
３
～
６
月
に
10
工

場
以
上
が
定
修
を
計
画
し
て

お
り
、
う
ち
市
場
へ
の
影
響

が
大
き
い
Ａ
Ｇ
Ｃ
・
鹿
島
工

場
、
鹿
島
電
解
、
東
ソ
ー
・

南
陽
事
業
所
の
３
工
場
は
い

ず
れ
も
５
月
か
ら
定
修
入
り

す
る
。
供
給
が
細
る
こ
の
時

ル
な
ど
の
活
用
▽
プ
ラ
製
食

品
容
器
の
イ
メ
ー
ジ
▽
環
境

配
慮
型
容
器
と
商
品
購
入
の

関
係
▽
バ
イ
オ
マ
ス
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
認
知
度

―
な

ど
。
プ
ラ
製
食
品
容
器
の
イ

メ
ー
ジ
は
「
便
利
で
使
い
勝

手
が
い
い
」
が
45
・
３
％
で

１
位
、「
衛
生
的
」
が
38
・

６
％
で
２
位
だ
っ
た
。
昨
年

首
都
圏
の
５
０
０
人
に
行
っ

た
調
査
で
は
39
・
８
％
、
31

・
２
％
だ
っ
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影

響
を
受
け
、
消
費
者
の
意
識

が
上
昇
し
た
と
み
ら
れ
る
。

　
環
境
配
慮
型
容
器
と
商
品

購
入
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

38
・
８
％
が
割
高
で
も
環
境

配
慮
型
容
器
を
使
用
し
た
商

品
を
購
入
す
る
と
回
答
し

た
。
バ
イ
オ
マ
ス
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
の
認
知
度
は
「
知
っ
て

い
る
」
が
27
・
６
％
、「
名

前
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
」

が
46
・
７
％
と
な
っ
た
。
一

方
、
レ
ジ
袋
有
料
化
に
対
し

て
「
地
球
環
境
の
た
め
に
は

必
要
な
こ
と
」
と
答
え
た
の

は
37
・
５
％
と
、
昨
年
の
56

・
２
％
か
ら
大
幅
に
減
少
し

た
。

　
米
国
の
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

（
Ｐ
Ｅ
）
輸
出
は
20
年
に
前

年
比
10
・
４
％
増
の
１
１
１

５
万
㌧
と
な
り
、
２
年
連
続

で
１
千
万
㌧
を
上
回
っ
た
。

対
象
５
品
目
の
う
ち
Ｌ
―
Ｌ

Ｄ
Ｐ
Ｅ
の
伸
び
率
が
高
い
。

出
荷
設
備
の
拡
張
な
ど
を
背

景
に
米
国
の
Ｐ
Ｅ
輸
出
は
18

年
以
降
、
大
幅

増
が
続
く
。

　
日
本
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
工
業
連
盟
が
グ
ロ
ー

バ
ル
・
ア
ト
ラ
ス
・
デ
ー
タ

を
基
に
ま
と
め
た
。
輸
出
先

首
位
は
メ
キ
シ
コ
で
10
・
４

％
増
の
１
５
３
万
㌧
、
２
位

は
中
国
で
前
年
の
１
・
９
倍

と
な
る
１
２
５
万
㌧
、
３
位

は
カ
ナ
ダ
で
20
・
２
％
増
の

１
０
６
万
㌧
だ
っ
た
。
品
目

別
で
は
Ｌ
―
Ｌ
Ｄ
Ｐ
Ｅ
が
26

・
６
％
増
の
４
２
０
万
㌧
、

Ｈ
Ｄ
Ｐ
Ｅ
が
４
・
６
％
増
の

３
９
２
万
㌧
、
Ｌ
Ｄ
Ｐ
Ｅ
が

ほ
ぼ
横
ば
い
の
２
３
１
万
㌧

な
ど
。

　
米
国
の
Ｐ
Ｅ
輸
出
は
15
～

17
年
の
３
年
間
は
年
間
５
０

０
万
㌧
台
で
推
移
し
て
い
た

が
、
18
年
に
は
７
０
０
万
㌧

台
に
急
増
し
、
19
年
に
は
１

千
万
㌧
を
突
破
し
た
。
米
国

で
は
18
年
以
降
、
Ｌ
―
Ｌ
Ｄ

Ｐ
Ｅ
と
Ｈ
Ｄ
Ｐ
Ｅ
を
主
な
誘

導
品
と
し
た
エ
チ
レ
ン
年
産

１
０
０
万
㌧
以
上
の
エ
タ
ン

ク
ラ
ッ
カ
ー
が
相
次
ぎ
稼
働

を
開
始
。
並
行
し
て
出
荷
設

備
の
整
備
が
進
み
、
プ
ラ
ン

ト
の
立
ち
上
が
り
と
ほ
ぼ
同

じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
南
米
、
欧

州
、
ア
ジ
ア
へ
の
供
給
が
始

ま
り
、
輸
出
の
増
加
に
拍
車

が
か
か
っ
た
。

　
輸
出
先
の
う
ち
中
国
は
19

年
に
前
年
を
大
幅
に
下
回
っ

た
。
米
中
貿
易
摩
擦
で
中
国

が
米
国
産
Ｐ
Ｅ

の
輸
入
関
税
を

引
き
上
げ
た
影

響
と
さ
れ
る
。
そ
れ
が
一

転
、
20
年
に
大
幅
に
増
加
し

た
の
は
前
年
の
数
量
が
低
か

っ
た
こ
と
に
よ
る
反
動
や
、

中
国
が
コ
ロ
ナ
下
で
世
界
に

先
駆
け
経
済
活
動
を
再
開
す

る
な
か
緊
急
的
に
米
国
産
Ｐ

Ｅ
を
輸
入
し
た
な
ど
の
見
方

が
出
て
い
る
。

米
Ｐ
Ｅ
輸
出
１
割
増 

　
　
　
　

　
　
　
　

中
国
向
け

1.9 

倍 

に


